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スリランカにおける貧困と教育

一教育費への活用を中心としたサムルディ計画の成果と課題一

はじめに

スリランカ民主社会主義共和国は、 1人当たり

のGDPが年間 1，031USドノレ (2004)の下位中所

得国1)であるが、社会福祉関でのパフォーマンス

はよく知られ、低開発閣でありながら例外的な人

間開発指標の高さを示してきた。現在、そのよう

な開留における貧関撲滅政策(掻祉政策)の中核

をなすのがサム1レディ計画であり、貧困世帯の経

済的な自立を目的に、サムルディカードの支給、

小規模融資による事業の支援が行われている九

今まで、このサムルディ計画に照らず、スリラ

ンカの福祉政策に関する研究は、 f成人の識字率J

「平均寿命Jなどの数値を同程度の GNP!GDPの

国々と比較したり、あるいは雇用の餅出や収入・

貯蓄の改善などによって揺祉政策の成果が評価さ

れてきた。しかし、スリランカも労働市場への参

入が学歴によって決定付けられているので、貧間

政策に対する評備も「次世代を担う子どもの教育

として利用できる制度なのかjという新たな視

点を取り入れていく必要性があるのではないか。

特に、問題においては、奨学生試験をパスした優

秀な子どもにしか、貧困世帯の子どもの教育費を

支援する制度がないことから、サム/レディ計画に

よってもたらされた収入と貯蓄が f貧国世帯の子

どもの教育費に、どの程度影響を与えているのかJ

を明らかにしていくことは重要なことである。

そこで本稿では、スリランカでの現地調査をも

とに、貧闘世帯の子どもの教育費における活用と

いう視点、で、サムノレディ計画によってもたらされ

る収入と貯蓄が「子どもの教育費にどのように利

用されているのかJを検証していく。さらに、

山田千春

閣の世代的再生産という長期的な視野に立ちJサ

ムルディ計踊は次世代を担う子どものライフチャ

ンスの拡大とステップアップに有効かjというこ

とも含め、このプログラムの課題を明らかにして

いくことが本稿の目的である O

1 .スリランカの受験競争と奨学生試験

スリランカでは、早くから公教育の無償化が実

施され(1951年から)、小学校、中学校教育が普及

しているが、高校入試 (GeneralCertificate of 

Education Ordinary Level :略してOレベル)で

半数以上の子どもが掠り落とされる。さらに大学

に入学できるのはAレベル試験 (GeneralCertifi-

cate of Education Advanced LeveO合格者のう

ち高得点をマークした者だけであるめ。 この 2つ

の試験は、進学試験であると同時に教育修了証明

試験でもあり、 Oレベル試験に合格すれば普通レ

ベルの一般教育証明書が、大学に入学できなくて

もAレベル試験に合格すれば、高等レベルの一般

教育証明書が付与される。これらの証明書は、常

勤雇用に就く場合に有利に働くので、スリランカ

の子どもにとって進学試験に合格するということ

は、将来の安定した暮らしを得るための必須条件

であるといえよう。実瞭、表1を見ると分かるよ

うに、学歴による所得の格差が顕著となっている。

この進学試験に合格するには、まず小学校終了

時(5年生)に行われる全国統一試験に合格し、

各地域にある名門校への通学許可を獲得すること

がポイントとなる。ほとんどの子どもがこの試験

を受験しているが、貧困世帯の子どもにとっては

奨学金(月 250Jレピー)を得るための資格試験で

もある。この試験の合格を目指して、多くの子ど
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表 l 学歴別の所得(1人当たり/月)
(単位:ルビー)

圏全体Rs都市部 農村部 農園部

平均 7，079 11，625 6，554 3，602 

6年生以下 4.073 5，696 4，042 3，225 

6-9年生 6，009 7，402 5，919 3，737 

。レベル合格 9.893 12，855 9，249 6，982 

Aレベル合格 13，538 19，886 11.631 ※ 

大学卒 20.832 33.029 14，606 ※ 

出所:Houshold Income and Expenditure Survery.2002ω 

Preliminary R巴port

注)1)レピ-1. 07 F'3 (2005年11月現在)※印は調ヨまされて

いない。

もたちが小学校から塾通いを始める。貧昭世帯に

とって、我がす三がこの試験に合格するということ

は、将来、上の賠級へと飛躍できるチャンスが広

がることなので、この受験競争は富裕層のみなら

ず貧国溜まで浸透している O しかし、奨学生試験

の合格率は 8%と極めて低く、試験に合格できな

かった貧困層の子どもたちは、有名校への通学の

夢が絶たれると同時に、その後の教育費は少ない

収入の中でやり繰りしていくしかなくなる。

2.サムルディ計画と受給世帯の概要

( 1 )サムルディ計留の概要

サムルディ計簡とは、愛国躍を対象に、経詩的

な自立と社会参画への支援、農村のインフラ開発

の3点、を目的に、サムルディカ…ドの支給、小規

模融資による事業と受給者自身による農村開発へ

の支援を行うものである。スリランカにおける

臨層を対象とした小規模融資は、それ以外にも

NGOや農業組合が主催するものが多数存在する

が、スリランカ政府が主体となって、しかも全国

規模で展開されているのは、このサムノレディ計画

だけである。このサムノレディ計画の受給資格は極

めて礎昧で、この制度ができた 1994年から現在ま

で、 1ヶ月の家族の所得が 1，500ルピー以下と明

記されているものの、実際はその選定基準ははっ

きりしておらず、村のサムルディ職員の裁量で受

給世帯が決定されているのが現状である(中村

2005 : 159)。現に、受給世帯の多くは現政権の

UPFA4)支持者に偏り、「サムlレディは政権争いの

ための道具である」という批判の芦も関かれる。

1)サムルディカード

サムルディカ…ドとは、最寄りの共同組合で食

糧や生活必需品と交換できる金券である。サムノレ

ディを受給している全世帯に毎月サムノレディカー

トが支給されている。その金額は、家族の規模に

よって異なり、義務貯金や保険料などが予め諜除

されるので、受給者の手元に届けられるカードの

金額は極めて少額である。

2)小規模融資のシステム

今までの福祉政策は、黄回世帯の生活保障に重

きが置かれていたが、f受給者は揺祉に頼って積極

的に自立しないJという反省点を踏まえ、サムル

ディ計画ではパングラディシュのグラミン銀行を

モデルとした小規模融資(マイクロファイナンス)

を導入している O 受給世帯は、融資によって事業

を始め貧困から抜け出すのが理想、とされている。

3 )農村のインフラ整備 (The Rural Infras胸

tructure Development Component) 

公的扶助が給付される権利を正当化するため

に、サムノレディ計画においては受給世帯に農村の

インフラ整備を中心とした義務労働を課してい

る。これは、ジャナサピア計画5)から引き:継いだも

のである。

( 2 )鵠査地区の概婆と調査方法

1 )コロンボ県コロンナーワ郡ムールレリヤワ地

区マル村

コロンボ県は、スリランカの首都であるス

リー・ジャヤワルダナプラコーッテ市と、実質的

な首都機能を司っているコロンボ市を含む、スリ

ランカの政治・経済・文化の中心地であるo コロ

ンナーワ郡は、コロンボ祭の北東部に位置し、中

心街のコロンボ市から 10キロ離れた都市部近郊

の町で、人口は 16万人である。民族の割合はシン

ハラ人 76%、タミル人 13%、ムーア人9%となっ

ている。コロンナーワ郡の多くの住民は、製造業、
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商業(販売員)に従事しているが、屈の機関や企

業などの管理職、議員などを務める上流階級の

人々もいる。さらにコロンナ…ワ郡は、 4つの地

区から構成されており、今回調査を行ったムール

レリヤワ地区のマル村はシンハラ人の村で、コロ

ンナーワ郡と同じく製造業、商業に従事する者が

ほとんどである O 村の総世帯数は 750世帯、うち

サムルディ受給世帯は 146世帯で、受給率は

19.4%である。

2 )ラトナプラ県クルウィタ郡クルウィタ地区ヱ

ナサルドラ村

ラトナプラ県は、コロンボ燥の東63キロ

し、スリランカの主要な宝石、紅茶、ココナッツ

の産地である。住民の多くは、これらの産業に携

わっているが、その業務の内容は、経営者(農菌、

支話会社)から労働者までと階級によって異なっ

ている。ラトナプラ県の北西に位置するクルウィ

タ郡の人口は 24，000人であり、民族の割合はシン

ハラ人86%、タミJレ人12%、ムーア人2%となっ

ている。クルウィタ郡はさらに 3つの地区に分離

され、調査を行ったクルウィタ地区エナサルドラ

村もシンハラ人の村で、住民のほとんどがさま石採

掘や紅茶栽培の労働者階級に属している。エナサ

ルドラ村での電気や水道の普及率は低く、村の道

路も未整備のままで、クノレウィタ地毘の中で最も

貧しい村であるといわれている。エナサルドラ村

の総世帯数は 35世帯で、そのうちサムlレディを受

給している世帯は 25世帯に及ぶ。

3 )調査の方法について

2005年7月から 8月にかけて、コロンボ県コロ

ンナーワ郡とラトナプラ県クルウィタ郡の 2箆所

の村で、通学中の子どもを抱えている家庭のみを

対象に、サムノレディ受給世帯40世帯、非受給世帯

40 世帯の合計80世帯の開き取り調査を実施し

た。 7月は、ラトナプラ県クルウィタ郡クルウィ

タ地区にあるサムノレディ銀行の職員の協力を得

て、クルウィタ地区エナサルドラ村のサムノレディ

を受給している親子と、その近郊で受給していな

い親子を対象に、筆者がシンハラ諾で開き取り調

査を実施した。 8月には、コロンボ県コロンナー

ワ郡ムールレリヤワ地区にあるサムルディ銀行の

職員の協力を得て、ムールレリヤワ地区マル村の

サムlレディを受給している親子と、マル村および

その近郊のサムルディを受給していない親子を対

象に、筆者がシンハラ語で開き取り調査を実施し

た。質問内容は、家族構成、職業、学歴、日常の

生活状況、家計の支出入の状況(資産・貯金の有

無を含む)、教育費の詳細や教育観などである。さ

らにサムルテゃイを受給している家庭では、サムノレ

ディカードや小規模融資の事業による収入や貯金

が、子どもの教育費として利用されているのかも

含めてインタビューを行った。

なお、教育費の詳細や小規模融資による収入額

は、筆者が地冗教員の声や予備調査の結果を参考

に金額を提示しながら、被調査者に金額を検討し

てもらい、より正確な金額が開き取れるように撰

インタビューをf子った。

( 3 )サムルディ受給世帯の社会的性絡

調査の結果、サムlレディ受給世帯の特徴として

挙げられるのが、不安定麗用と低所得である。サ

ムノレディ受給世帯の父親は、両地区共に、日麗い

や農閤労働者、収入の不安定な小売業に従事して

いる者が多く、さらに鍵康を害して仕事ができな

かったり、離婚や死別などで父親不在(母子家庭)

の家躍も多い。受給世帯の母親は、犬の低収入を

カバーしようと、低賃金の過酷な労働に従事する

者が多く、家事に専念できる非受給世帯の母親よ

りも肉体的な負担が震いといえよう。このような

不安定な雇用のため、サムノレディ受給世帯の所得

は、安定した職業に就いている非受給世帯と比較

すると表2のように低くなっている。また、非受

給世帯と比較すると、 Oレベル保持者(普通レベ

ルの一般教育証明書取得者)の都合が少なく、相

対的に抵学摩であり、貧困と学歴の関係を再確認

できるような結果となった。その上、サムルディ

受給者は、現政権のUPFA支持者が多いことも明

らかになり、彼らは、 f福祉を受けることで政治的

権利を制限されている」とみることもできょう。
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表 2 1ヶ月の家族の平均収入 単位:ルピー

出所:開き取り調交をもとに筆者が作成した。

注)闘の平均は、 12，803ルピー。コロンボ然の平均は、 21，088ルビー。ラトナプラ爆の
平均は、 8，518Jレピーとなっている。

3 .教膏費におけるサムルディの活用

( 1 )被調査世帯の教育費の内訳

育費の割合が高くなっているが、これは世界の中

でも特に家庭の教育費負担が重いといわれている

日本の状況に匹敵するものである九

サムノレディ受給世帯では、教育費の重さを訴え

る競が多いが、今田の調査で、サムノレディ受給世

帯の 1ヶ丹の支出に点める教育費の割合が、非受

給世帯に比べて高くなっていることが明らかに

なった(表3)0 

その上、受給世帯の収入は非受給世帯よりも低

いので、教育費が受給世帯に重く感じられるのは

当然であろう。特に、コロンナーワ受給世帯の教

次に、教育費の各項目における月の平均支出額

を示したのが表4である。 と塾の費用の部

合が全体的に高く、親たちが質の高い学校を求め

て遠距離通学させていることや、塾などの学校外

教育に力を入れていることが分かるo しかし、ク

ルウィタの受給世帯では、通学費と通塾費が極端

に低い金額となっている。

表3 1ヶ月の支出に占める教育費の割合 挙佼:%

主主)訪問した家庭で全ての子どもの教育費を聞き取ることは不可能だった。上記の数字
は、全ての子どもの聞き取りができたt笠平野のみの割合となる。各20世帯仁和、関き取
ることができた家庭は、クルウィタ受給世帯が16俊平野、クルウィタ非受給世帯が12
世帯、コロンナーワ受給世帯が11世帯、コロンナーワ非受給世帯が12世帯である。

表 4 1ヶ月の教育費の内訳(平均)
単位:ルピー( )内は教育費の合計に対する割合

対出 域 ク lレウィタ コロンナ ワ

項毘/受給・非受給 受給 非受給 受給 非受給

学校への支払い 56(10%) 492(22%) 154(10%) 147( 5.9%) 

学用品 212(37.3%) 403(18.4%) 304(20.4%) 470(18.8%) 

通学費 78(14%) 593(27%) 363(24%) 566(23%) 

ホステfレ代 O( 0%) 1( 0%) 2( 0.1%) 。(0%) 

塾 134(24%) 448(20%) 342 (23%) 1，093(45%) 

食費 78(14%) 220(10%) 303 (20%) 162( 6.5%) 

その他 。(0%) 20( 0.9%) 14( 0.9%) 22( 0.8%) 

教育費の合計 558 2，177 1，482 2，460 

子ども貯金 601 8，252 1，824 36，346 

注)r学校への支払い」とは「学校の施設費Jr諸経費Jの合計で、私立学校に遜っている子ども
はさらに「入学費Jr授業料Jr教科著書代jがプラスされる。「学用品Jとは「制服代Jr鞄代J
「靴代Jr文房呉代」の合計である。
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( 2 )学年ごとの教育費の特徴

表 5-1は、小学生の地域別、受給・非受給者間

の1ヶ月の教育費の平均額で、表5-2は、遠距離

通学・通塾者の割合である。

小学校の教育費に関して気になるのが、クノレ

ウィタ郡の受給世帯の教育費が地から比べると

ての項目において著しく低い点である(表5…1)。

特に注目すべきは、クルウィタ郡受給世帯の中に、

小学校の段階で遠距離通学をしている子どもが存

在せず、全員徒歩で地元の小学校へ通学し、通学

お金をかけていないことである。それに対し

て他では、この通学費に高い費用をかけており、

学校選びに力を入れていることが分かる(表5-1、

5…2)。

表5-1

学校への支払い

67.6 (36.7) 

468.5 (54) 

さらに、クルウィタの受給世帯では、通塾の費

用が棟端に少ない(表5…1)。クノレウィタ郡の受給

世帯は、 1.3%(19名中2名のみ)しか塾に通って

いないのに対し、他での通塾準は 50%を超え、小

学生終了時の奨学生試験を日指して早い段階から

親たちが学校外教育に力を注いでいるといえる

(表5-2)。都市部のコロンナ…ワ郡では、サムノレ

ディ受給世帯も意欲的に塾に通わせているが、そ

の金額は非受給世帯と比べると低く抑えられ(表

5-1)、学べる科目数も眼定されていることが分か

る(表5-2)。

また、 f毎丹の教育費用は十分か」の質問に、地

域間わずサムノレディ受給世帯のほとんどは「不十

分Jと答えているのに対し、非受給世帯では「十

主主)対象人数は、受給世帯15名、非受給世帯8名。( )の数字は、私立学校へ通う生徒を省いた平均額。食費とは、獲食
代を学校の食堂などで購入する場合の費用。

受給世帯

校への支払い

71.8 

コロンナーワ小学生の教育費

非受給世帯 98.4 I 519.9 
注)対象人数は、受給世帯5名、非受給世帯7名。

表5-2 小学生の遠距離通学・還裏金者の割合
クノレウィタ小学生の遠距離通学・通言義者の割合

遠距離通学者の割合

0.0 

通塾の割合 i畿の平均科目数
13 1.5 

50.0 75.0 2.5 

コロンナーワ小学生の遠距離通学・通言義者の割合 単位:%

注)塾の王子均科目数は、通裂しているそFどもの数で計算した数字。遠距離通学者とは、校区外の学校へ交通機関や議を使っ
て通学する者の都合。
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分Jと答えている世帯が多い(表5-2)。つまり、

クルウィタ郡の受給世帯では、収入がないが故に

パスでの遠範離通学や通塾を謹えなくてはなら

ず、それらをセーブしでも子どもの教育費にやり

繰りがつかない現状にあるといえよう。

次に表6-1は、中学生(6年生から 11年生まで)

の1ヶ月の教育費の内訳である。コロンナーワで

は、非受給世帯の合計金額が受給世帯の3倍以上

になっており、中学の段階になると都市部のサム

ルディ受給世帯と非受給世帯での教育費の格差が

しくなっている。クルウィタの受給世帯は、小

学校から引き続き低い金額に留まっているが、そ

の内訳を見ていくと、クルウィタ郡の受給世帯で

も中学生になるとようやく遠距離通学や通塾する

子どもが増え始めている。しかし、他では既に、

遠距離通学者5錦、通塾率6識を超えており、そ

れから比べると遠距離通学者、通塾者の割合はま

だまだ少ない(表6-2)。クルウィタの非受給世帯

注)対象人数は、受給投手皆19名、非受給t投手苦10名。

では全員が学習塾へ通っている(表6-2)。そのた

め、クルウィタ郡の小学生(表5-2)と比較すると、

非受給世帯であっても f費用は不十分Jと答えて

いる親の割合が増えている(表6…2)。

コロンナ…ワ郡では、どの項自においても非受

給世帯の支出額が高くなっている。特に、「塾の費

用」に関しては、受給者と非受給者との間に 5倍

以上の開きがある。習っている「塾の平均科話数J

では、受給世帯の方が多いが(表6-2)、非受給世

は{間人レッスンを受けている子どももいるの

で、学習塾の質の酪で開きがでてきたものと恩わ

れる。このような中、受給世帯では 85%が

は不十分Jと答えており、「教育費の重さjに演さ

れているのに対して、高額な教育費を支出してい

る非受給世帯では「費用は十分」と答える家庭が

多いことからも、家計にまだまだ余裕が感じられ

る(表6-2)。

次の表7は、高校生 (12年生から大学受験生ま

表6-2 中学生の遠距離通学・通毅者の割合
クノレウィタ中学生の遠距離通学・通主義者の割合 単位:%

コロンナーワ中学生の遠距離通学・通塾者の割合 単位:%
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で)の教育費の内訳である。この段階になると、

Oレベル試験(高校入試)で多くの子どもが掠り

落とされるので、インタビューを実施した家庭に

おいても対象となった子どもの数は少ない。

表6-1の中学生の金額と比較すると、塾の費用

が高額になっているため、非受給世帯は両地区共

に中学時より合計金額が2倍なり、さらにコロン

ナーワの受給世帯は中学時の4倍、クルウィタの

受給世帯は 6倍以上になっている。公教育は無償

といっても、学年を追うごとに塾などの学校外教

育にお金がかかり、家躍での教育費負担が確実に

くなっていく様子が分かる。実擦、サム1レディ

受給世帯では、経済的な困難から高校への進学を

あきらめた事例が両地区合わせて 5名もいた。

最後に表8は、大学・専門学生の 1ヶ月の教育

費の内訳である。スリランカでは高等教育がまだ

大衆化されていないので、調査できた生徒の数も

一段と少ない。クノレウィタ郡で調査を実施したエ

ナサルドラ村の受絵世帯の中には、現在、高等教

育を受けている者がいなかったのだが、これは、

幼稚閣から 11年生までの低い投資額の結果であ

るともいえよう。表9の3名の大学生は、現在、

教育省から丹 2，000ルビーの奨学金が支給されて

いる九それに対して、専門学校生には奨学金制度

はなく、全学費を家計から捻出しなければならな

いので、たとえAレベルの試験に合格しでも低所

得世帯の子どもには専門学校への進学が難しい状

況にある。

表7 高校生 (12年、 13年、大学受験生)の教育費
クルウィタ高校生の教育費 単位:ルピー

学校への支払い

O 

63.6 

コロンナーワ高校生の教育費

表8 大学生、専門学生の教育費

専門学生の教育費

注)受給投手告は該当者なし。非受給世帯2名。

学校への支払い

2，520 
13 
1，170 

注)受給世帯2名、非受給世帯3名。
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クノレウィタ郡のサムノレディ受給世帯のような地

方の貧臨層は、小学校の初期段階から地理的、経

済的な二重の罰難を背負い続け、高校以前の学歴

で、 1人また 1人とこぼれ落ちて行くのが現状で

ある。それに比べて、コロンナーワ郡のような都

市部では、サムルディを受給している貧関麗であ

れ、地理的によりよい教育環境にアクセスしやす

い分、非受給世帯と変わらないものを求めること

ができる。しかし、その反商、教育費が受給世帯

の家計を破綻させる要閣ともなっているO

( 3 )学年・地域別における教育費の必要額

サムノレディ受給世帯の子どもが、特に格差の激

しい「通学費Jと「塾の費用」を克服し、非受給

世帯の子どもとスタートラインを一緒にして競争

していくには、どれくらいの教育費が必要なのか。

非受給者の平均額やスリランカで質が高いとされ

ている名門校へ通学している子どもの学校への支

払額、また村からそこまで通学する場合の通学費、

進学試験に合格するための塾の費用などを考慮

し、地元の教員などの意見も参考にしながら、

者が各学年別・地域別に必要金額を推計したのが

表9である。

小学生、中学生の段階では、両地区共に受給世

帯が通学費や塾の費用をやり繰りするには、さら

に1，000}レピー程度必要である。ただし、1，000ル

ビーとはあくまでも平均の支出額に対する金額で

あり、実際の支出額がそれに満たない家庭は、よ

り一層の費用が必要となる。

ま受9 学生存・地域別に必要な月の教育費
クlレウィタ受給世帯の小学生の王子均支出額と必要額

学校への支払いi学用品|遜学費|通義|食
平均支出額

必要金額

平均支出額

必要金額

36.7 

45 

学校への支払い

71.8 

100 

学校への支払い

平均支出額 47.8

必要金額 60 

平均支出額

必要金額

学校への支払い

O 

必要金額 150 

一一町'一

単位:ルピ…

単位:ルピー

単位:ルビー

単位:ルピー
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コロンナーワ受給役帯の高校生の平均支出額と必要額 単位:ルピー

学校への支払い

平均支出額 65

必要金額 250 

学校への支払い

必要金額 3，000 

高校生になると、 Aレベル試験(大学入試)に

合格するために莫大な塾の費用がかかるので、中

学校の 2倍から 3倍の金額を設定しなくてはなら

ない。そうすると地方のクルウィタでは 3，500}レ

ピー、都市のコロンナーワでは 4，500ルピーが教

育費として毎月必要となってくるであろう。クノレ

ウィタの受給世帯は、 1世帯のみ、この金額をク

リアしているが、コロンナーワの受給世帯の平均

額は、必要金額には 2，000}レピー不足している。

ここの受給世帯の平均所得が 4，587}レピーなの

で、現実的には、2，000}レピー以上の補助がなけれ

ば1人の高校生を中流家庭の子どもと同じような

環境で通学させ続けることはできないだろう。

さらに、大学や専向学校の高等教育機関となる

と事例が少ないため、必要金額のみの提示となる

が、毎月 5，500}レピー程度の費用が必要なのでは

ないかと考えられる。

( 4 )サムルディの教育分野における活用

サムルディ計画で、子どもの教育費に間接的に

影響を与えることができるのは、受給世帯への所

得移転であるサムルディカードと貯金、そしてサ

ムルディ銀行からの融資による収入の 3点であ

るoサムlレディカードは受給世帯に毎丹支給され、

それによって食糧や生活必需品を交換し、その分

の支出を教育費に閉していくことが可能である O

次に貯金であるが、カードの金額から自動的に語

除されて貯まっていく義務貯金と、受給者が任意

でサムルディ銀行に韻けている貯金の 2種類があ

り、必要であれば子どもの教育費として活用する

ことができる。サムノレディ銀行からの融資の活用

は、それを得て事業を始め、家計の収入を増やし

ていくことで、教育費の改善が見込まれる O ただ、

し、貯金と融資に関してはサムルディカードとは

異なり、全受給世帯を対象としたものではない。

1)サムルディカードの活用

サムlレディカードはサムノレディ全受給世帯に毎

月支給されるもので、家族の規模によって支給さ

れるカ…ドの額は異なるが、 300}レピー程度であ

る。この金額は、スリランカの日雇い労働者1B 

分の給料にしか過ぎず、カードによって、中流階

級との「交通費jや「学習塾費」の格謹を縮めて

いくことは不可能であり、子どもの文房具代やお

やつ代などの足しにはなるが、子どもの教育費を

大幅に改善するものではない。

2)貯金の活用

表10に示したのは、貯金の有無と貯金額であ

る。受給世帯の半数は f貯金あり」だが、その額

は非受給世帯と比べると極端に低い。

11は貯金の館用目的である。サムルディ受絵

世帯は低収入のため、結局それを補うために、貯

金が食糧購入や銀行への返済に削り取られてしま

い、子どもの教育費に貯金を翻すことは難しい。

仮に回すことができてもわずかな金額しか活用で

きない状況にあるo



20 

表 10 被調査世帯の貯金 単位:投手響、ルビー

地域 ク lレウィタ コロンナーワ

受給世帯 非受給世帯 受給世帯 非受給世帯

貯金あり 11世帯 8世帯 15世帯 11世帯

貯金なし 10世帯 12 i!t帯 5世帯 9世帯

平均貯金額 630.5 }レピー 38.600ルピー 1，384ルピー 146.050ルピー

注)平均貯金額は、トータルをそれぞれ20世帯分で苦手jった数字。

表11 被調査世帯の貯金の使用目的 ( )内は世帯数

クノレウィタ コロンナーワ

受給世帯 非受給世帯 受給世帯 非受給t設帯

-子どもの靴代 (1) -車購入費、住宅建築費 -子どもの文房具代や学 -塾の費用 (1)

-子どもの文房具代や学 (3) 校の教材費 (2) -住宅建築費 (3)

校の教材費 (2) -住宅建築費 (2) -娘の初潮のお祝い代(1) -車購入費、住宅建築費

-食緩や生活必需品代(4) . 水道を引く資金 -人に貸すため (1) (2) 

-薬代 (1) (1) -土地購入 (1) -車の修理代 (1)

-融資への返済 (1) -銀行への返済 (1) -土地の購入 (2)

-住宅建築費 (1) -融資への返済 (1) -自家用車代、親戚への

援助、お寺への寄付(1)

-貧しい友人への援助(1)

注)スリランカでは女性が初潮を迎えたときに、家族や親戚などで媛大に祝う潔僚がある。

3 )サムルディ銀行による融資の活用

被調査世帯で、現在サムノレディ銀行から融資を

受けている世帯数とその用途は表 12の通りであ

る。

コロンナーワ郡のサムルディ銀行では、ほほ全

家庭が「事業のためjに融資を受けている O クノレ

ウィタ郡のサムノレディ銀行では、受給世帯の多く

が建築中の住宅に住んでいる現状を踏まえて住宅

ローンも実施している。クルウィタ郡では、住宅

環境を整えていくことが何よりも優先されてい

て、事業の融資までには主つてないが、本稿では、

融資による収入増に注目して分析を進めていく。

下記の内容は、事業で得た収入の使い道を開き

取ったものである。

-銀行へ毎月お金を返さなくてはならないのであ

まり残らない。 クルウィタ 事例1

.主に食費として消えていく。

クルウィタ 事例7

.症に物を仕入れる代金として使っているo

クルウィタ 事例 17

・食費や子ども 3人分の教育費、両親の薬代に

使っている。 クlレウィタ 事例19

・食費や(妻の)母の薬代、布を賢う費用として

使っている。 クルウィタ 事例20

.服を仕入れるためのお金と食費に使う。

コロンナーワ 事例 21

-食費に消える。 コロンナーワ 事例 38

表 12 現在、融資を受けている家庭と融資の用途 単位:世帯

受けている

受けていない

コロンナ}ワ

10 

10 

事業のため

住宅建築費

他の銀行への返済

と住宅建築費

クノレウィタ コロンナーヮ|

5 9 

2 。
4 O 

O 1 
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として使っているo

コロンナーワ 事例40

.ローンの返済で手元に残らない。

コロンナーワ 事例23

.住宅建築費や光熱水道費として消えてしまう。

コロンナーワ 事例134

・食費や子どもの教育費、治療費として使ってい

る。 コロンナーワ 事例26

・食費と子ども 2人の教育費として使っている。

コロンナーワ 事例39

.子ども 2人分の教育費として使っている。

コロンナーワ 事例33、事例37

・毎月 500}レピー収入は、サムルディ銀行へ貯金

し必要時に下ろして使っている O 貯金は 子ど

も2人の教育費として能っている。

コロンナーワ 事例29

・銀行への返済でほとんど手元に残らない。残っ

たお金は子どもの教育費へ使っている。

コロンナーワ 事例30

事業による収入が家庭の全収入の場合、生活費

全てを賄うことになる(クルウィタ事例17、19、

20、コロンナーワ事例38、40)。クルウィタ郡の世

帯は、教育費として収入を十分に活かすまでには

歪らず、食費や銀行の返済に終わっている世帯が

多い。それに比べ、コロンナーワ郡では、多くの

世帯が子どもの教育費として活用している。さら

に、教育費における毎月の活用状況を聞き取った

のが下記の内容である。

-ノート、ペン代として 100}レピーぐらい使って

いる。 クルウィタ 事例1

どもの交通費、文房具として。いくら能って

いるかは分からない。 クルウィタ 事例7

• 1，500 }レピーを子ども 3人分の全ての教育費と

して使っている。 クルウィタ 事例19

・800}レピーを子ども 1人分の全ての教育費とし

て使っている。 クノレウィタ 毒事例20

.ちょっとしたおやつ代ぐらいしかならない。

コロンナーワ 事例51

-貯金して必要な時に子ども 2人の教育費として

使っている。 コロンナーワ 事例29

・500ルピーを子ども 1人の全ての教育費として

罷っている。 コロンナーワ 事例26

・500}レピーを子ども 1人の全ての教育費として

使っている。 コロンナーワ 事例30

• 1，000 }レピーを子ども 2人の全ての教育費とし

て復っている。 コロンナ…ワ 事例33

• 2，000ルピーを子ども 4人の全ての学費として

使っている。 コロンナーワ 事例34

• 1，500ルビーを子ども 2人の全ての教育費とし

て使っている。 コロンナーワ 事例37

.子ども 2人の全ての教育費として使っている。

正確な数字は分からないが2，000ルピーぐらい

の収入のほとんどをこれに費やしている。

コpンナーワ事例39

・1，500}レピ…を子ども 3人の全ての教育費とし

て使っている。 コロンナーワ 事例40

クルウィタ郡では事例17の1世帯、コロンナ

ワ郡では事例23、31、38の3世帯がサムルディ銀

行の返済や品物の仕入れ代へと収益が消えてしま

い、子どもの教育費には活用されていなかったが、

意外にも多くの世帝で子どもの教育費とし

の収益が活用されていることが調査の結巣から分

かった。クルウィタ郡の事例1、7は文麗具や交

コロンナーワ郡の事例29、30は家庭の教育

支出の一部を補い、クルウィタ事例19、20、コロ

ンナーワ事例26、33、34、37、39、40では家躍の

さをての教育費として事業による収益が活用されて

いる。

これらの世幣(クルウィタ事例19、20、コロン

ナーワ事例26、33、34、37、39、40)の活用金額

を子どもの数で翻ると、 1人の子どもに対して平

均で500ルピーから 1，000}レピーの費用が事業に

よって生み出されたことになる。このことから、

先述のサムルディカードや貯金よりも、事業によ

る収入増の方が子どもの教育費にプラスの影響を

与えているといえよう。

しかし、このようになるまでには、平均で 3~5
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間の融資を受けなくてはならず、また、最低でも

5'"'-'6年の年丹が必要であるため、その過程で事

業を挫折してしまう世帯も多い。今回の調査から、

事業が継続でき、その収入が教育費にプラスの効

果をもたらしている世帯の特徴として、a:住宅環

境が既に整っていて、事業のみに融資が活用でき

る世帯。②子どもがある程度成長し、母親が事業

に専念できる世帯。③サムノレディ銀行からの融資

を受けた事業のみならず、他に収入源がある世帯。

④商売をする上でのスキルを持っている世帯の4

点が確認できた。

ただし、事業が成功している 8世帯でも教育費

への支出は表9に示した必要金額には及んでいな

い。従って融資による事業は、貧回世帯の教育費

を改善することができても、非受給世帯との金額

の格差を完全に縮めていくことはできないといえ

る。

4.サムルディ計画の教育分野における

成果と課題

サムノレディ計画は、融資を受け事業を{可年か継

続すれば、奨学金制度以上に子どもの教育費とし

て活用できるが、家族資源の格差により全ての家

躍が活用できるとは眠らず、成功している事例は

多くない。たとえ成功している家庭でも、中流家

庭との教育費の格差を壊めるには歪らず、貧臨の

世代的再生産を断ち切るという点では、サムル

ディ計画はまだまだ影響力の弱い制度であること

が明らかになった。

これらのことを踏まえて、サムノレディ計画の課

題を整理すると、まずは融資とそれを活用し

業のあり方を改善していくことが挙げられる。な

ぜ、なら、これらを改善することによって、これま

で以上に収益が得られ、教育費においても中流階

級との格差を縮めていくことが可能になるからで

ある。具体的には、事業を開始する人たちに職業

訓練の場を提供し、初回の融資額を上げていくこ

とで、事業を継続することができる家庇が増えて

くるのではないかと考えられる O

そして、もう 1つの課題として挙げられるのが、

を始めることができない家庭へのソーシャル

ワークである。問じ受給世帯であっても事業を

行っている家庭との格差を考癒しなくてはならな

い。例えば、それらの家躍には、従来のサムノレディ

カードの増額、遠距離通学をする場合のパス券や

学用品の支給などが考えられる。

さらに、教育費の誼接的な補助として、「サムル

ディ計画における奨学金制度の普及J8)が挙げら

れる。この奨学金制度を一部の優秀な子どもに限

定することなく、特に支援が必要と思われる

家庭の子どもにも、奨学金を支給していくことが

今後望まれる。

おわりに

本稿では、サムノレディを切り口として、スリラ

ンカにおける子どもの教育費をみたが、そこから、

中流賠級と食器層との関の格濯が明らかになっ

た。もちろん、陪国で学躍を獲得していくには、

子どもにかける教育費の高低が全てであるとはい

い切れない。しかし、今回の鵠査から f学習塾に

通えない質の悪い村の学校へ通学しなくてはな

らないJなど、進学試験に臨むにあたって明らか

に貧困世帯の子どもの不利な状況が浮かび、上がっ

てきたのも事実である。

ここではサムルディ計商における教育費の利用

を中心に論じてきたが、本来このプログラムの目

的は、貧困世帯の経済的な自立と社会参蕗への支

援であり、子どもの教育費の支援を直接の話的と

した制度ではない。しかし、学歴による所得の格

差がこの閣において顕著であるのなら、サムノレ

ディも一時的な貧困緩和だけではなく、次世代で

確実に貧国が断ち切れるように、子どもの教脊機

会の公正に配癒しながら制度の改革を進めていく

必要があるのではないか。もちろん、貧臨世帯の

子どもの教育費に関しては、サムノレディ計画に頼

るばかりではなく、現在の奨学金制度の改善と共

に新たな制度の設立を実現していく必要があるだ

ろう。
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注

1)世界銀行は 1人当たりのGDPで、 735ドル以下

が低開発菌、 736ドルから 2，935ドルが下位中所得

圏、 2，936ドルから 9，075ドルが上位中所得菌、

9，076ドル以上が高所f尋問と、経済発展のレベルを

分類している。

2 )国民の約40%が、サムノレディを受給している。ス

リランカの貧閤率は、 1ドル貧窮が6.6%(1995)、

2ドル貧闘が45.4%と、国民の半数近くが低所得で

生活をしている。国の貧困ラインによる貧困率は

25.0%である。

3) Aレベルの試験合格率は、 50%であるが、

進学出来るのは 7~8%の高得点、者のみである。こ

れは悶一年齢層の 2~3%に過ぎない。

4)スリランカは独立後、 SLFPとUNPの二大政党

が交代で政権を担当してきた。現政権、UPFAとは、

2004年4月に SLFPが母体となって作られた連立

政党である。

5 )プレマダサ大統儀(UNP)のもとに 1989年から

始まった貧民自立政策。受給者たちは農村のインフ

ラ整儀など月初日開の義務労働に参加しなくては

毎月 1，458ルピーの支給を受け取ることができな

し'0
6 )国民生活金融公庫 (2004)I平成16年度家計に

おける教育費負担の実態調査Jによると、日本の場

合、世帯の年収に対する在学費用の都合が33.4%と

なっているo

7)スリランカには大学生を対象とした奨学金制度

がある。当初は低所得世帯の学生を対象に始められ
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